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ようこそ獅子島へ
　２月５日、２年ぶりに「獅子島ウォーク」

が開催され、抽選で選ばれた約 600 人が

獅子島を満喫しました。

◎関連記事＝Ｐ２～３



６
０
０
人
の
枠
に

２
０
０
０
人
が
応
募

２
年
ぶ
り
の
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
・
フ
ェ
ア
開
催

次々と来島する参加者

号砲とともにスタート

オープニングの和太鼓演奏

七郎山山頂では甘酒やお茶などで
一休み

ゴール後の抽選会でブリ
が当たり喜ぶ参加者 獅子島特産の海産物を販売

獅子島小の児童からのプレゼント
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標高 393 ㍍の七郎山山頂から見える風景（片側港を望む）

　

鹿
児
島
県
最
北
端
の
島
「
獅
子

島
」
で
２
月
５
日
、『
獅
子
島
ウ

ォ
ー
ク
』
と
『
獅
子
島
フ
ェ
ア
』

が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
出
水
市
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
こ
の
大
会
。
今

年
は
県
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は

岡
山
県
や
福
岡
県
、
宮
崎
県
、
熊

本
県
な
ど
か
ら
約
６
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
は
、
片
側
集

落
に
あ
る
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
、
七
郎

山
（
標
高
３
９
３
㍍
）
山
頂
を
折

り
返
す
13
㌔
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
者
ら
は
、
長
島
本

島
の
諸
浦
港
や
熊
本
県
水
俣
市
の

水
俣
港
、
天
草
市
の
中
田
港
か
ら

定
期
船
や
貸
切
船
な
ど
で
次
々
に

獅
子
島
へ
と
来
島
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
獅
子
島
を
満
喫
し
よ
う

と
前
日
か
ら
島
内
の
民
宿
に
宿
泊

し
た
参
加
者
も
あ
り
、
獅
子
島
じ

ゅ
う
が
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
阿
久
根

市
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
鹿
児
島

毘
沙
門
太
鼓
響こ
ー
る流

」
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク

実
行
委
員
会
の
池
田
卓
男
会
長
は

「
よ
う
こ
そ
獅
子
島
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
本
日
は
、
獅
子

島
な
り
の
お
も
て
な
し
を
十
分
に

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
花
火
の
合
図
で
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
起
伏
の
激
し

い
難
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、獅
子
島
小
学
校（
小

磯
俊
彦
校
長
）
の
児
童
14
人
が
歓

迎
の
手
紙
を
添
え
た
手
作
り
の
杖

40
本
が
配
ら
れ
、
参
加
者
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
継
点
や
七
郎
山
山
頂
で
は
、

島
民
た
ち
が
ポ
ン
カ
ン
や
甘
酒
を

提
供
し
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
元
婦
人
会
が
ア

オ
サ
汁
と
お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
う

な
ど
、
手
作
り
の
企
画
と
味
で
参

加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
発
着
点
と
な
っ
た
獅
子

島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
前
で

は
、
獅
子
島
フ
ェ
ア
も
開
催
さ

れ
、
ナ
マ
コ
や
青
オ
サ
、
ヒ
オ
ウ

ギ
貝
、
焼
き
イ
モ
、
ミ
カ
ン
、
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
の
地
元
特
産
品
が
販

売
さ
れ
、
新
鮮
な
食
材
が
格
安
で

手
に
入
る
と
あ
っ
て
、
各
出
店
に

は
買
い
物
客
が
殺
到
す
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

鹿
児
島
市
郡
山
町
か
ら
参
加
し

た
宮
路
正
人
さ
ん
（
58
）
は
「
郡

山
中
学
校
３
年
７
組
の
同
級
生
５

人
で
参
加
し
ま
し
た
。
難
関
の
抽

選
に
当
た
り
こ
の
日
が
待
ち
遠
し

か
っ
た
。
獅
子
島
の
話
題
で
夜
の

同
窓
会
も
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し

た
。

天草の島々が見渡せる
七郎山山頂
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２
月
４
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
で
「
平
成
23
年
度
長
島
の
子
表

彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小

学
校
5
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生

ま
で
の
１
０
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
や
生
徒
の
優
れ

た
個
性
を
ほ
め
て
伸
ば
し
て
い
く

長
島
の
子
表
彰
に
関
す
る
条
例
を

賞状を受けとる受賞者中橋藤七教育長からメダルの授与

制
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

今
回
が
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
良
い
点
を
見
つ
け
、
ほ

め
て
育
て
る
こ
と
を
狙
い
に
、
た

く
さ
ん
の
本
を
読
ん
だ
「
読
書

賞
」
の
ほ
か
、「
奉
仕
賞
」「
親
切

賞
」「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」「
学
芸
賞
」「
創

造
賞
」「
勤
労
賞
」「
友
情
賞
」「
特

別
賞
」
な
ど
９
賞
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

川
添
健
町
長
は
、「
長
島
で
生

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
夢
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
中
橋
藤
七
教
育
長

は
「
今
回
の
表
彰
で
自
分
を
見
つ

め
、
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
「
学
芸
賞
」
を
受
賞
し
た
髙

橋
慧け
い
と百
さ
ん
（
獅
子
島
小
６

年
）
は
、「
獅
子
島
の
港
に
い
る

船
や
七
郎
山
か
ら
の
風
景
で
絵

を
書
く
の
が
好
き
。
こ
の
賞
を

励
み
に
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
」
と
受
賞
者
を
代
表
し

て
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

「
勤
労
賞
」
を
受
賞
し
た
岩
下
克

川添健町長から一人一人に賞状が授与

お礼の言葉を述べる髙橋慧
け い と

百さん
式典終了後「音楽の花束」と題し
開かれたたミニコンサート

弥
く
ん
（
蔵
之
元
小
6
年
）
は
「
小

学
校
卒
業
の
年
に
賞
を
も
ら
え
て

う
れ
し
か
っ
た
。
中
学
校
に
な
っ

た
ら
テ
ニ
ス
部
に
入
り
、
今
度
は

ス
ポ
ー
ツ
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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もう一度見直す生活スタイル

　

長
島
町
民
の
た
め
の
脳
卒
中
講

演
会
が
２
月
13
日
、
長
島
町
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
が
行
う
生

活
習
慣
病
（
脳
卒
中
）
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
、
県
と
北
薩

地
域
振
興
局
管
内
の
モ
デ
ル
団
体

と
な
っ
た
長
島
町
が
合
同
で
実

施
。
脳
卒
中
に
関
す
る
講
演
を
聞

こ
う
と
約
３
０
０
人
が
会
場
に
詰

め
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
Ｎ
Ｏ
！
卒
中
」

と
題
し
て
、
西
九
州
大
学
健
康
栄

養
学
科
の
仲
井
宏
充
教
授
が
脳
卒

中
と
生
活
ス
タ
イ
ル
と
の
関
係
や

防
止
策
、
そ
し
て
脳
卒
中
で
も
代

表
的
な
「
脳
梗こ
う
そ
く塞

」
の
早
期
発
見

法
な
ど
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
約

1
時
間
30
分
の
講
演
は
来
場
者
を

飽
き
さ
せ
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話

し
振
り
で
会
場
を
和
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

町
内
全
地
域
で
身
近
な
活
動
を

行
う
長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
垂
門
和
志
会
長
は
「
今

日
の
話
を
お
年
寄
り
や
独
居
世
帯

の
か
た
が
た
に
紹
介
し
、
予
防
に

努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

約 300 人が詰め掛け満席になった会場

生活習慣病（脳卒中）対策プロジェクト

土
曜
日
と
日
曜
日
に

                    

開
庁
し
ま
す

◆
開
庁
期
日

　

３
月
31
日
（
土
）

　

4
月
１
日
（
日
）

◆
開
庁
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
受
付
業
務

　

転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る
届
出
、

各
種
証
明
書
発
行
な
ど

　

本
町
で
は
、
異
動
の
多
い
こ
の
時
期
の
土
曜
日
・
日
曜

日
に
窓
口
を
開
き
、
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
に
関
す
る

届
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
印
鑑
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
町
民
福
祉
課
住
民
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
１
１
４
、１
１
１
５
］

　

総
合
管
理
課
町
民
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
２
１
１
５
、２
１
１
６
］

転
入
、
転
出
な
ど
の
手
続
き
の
た
め
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［出水市・阿久根市・長島町の合同作戦］

     「ごみ減量大作戦」
　

出
水
市
、
阿
久
根
市
、
長
島
町

か
ら
出
る
ご
み
は
、
２
市
１
町
で

つ
く
る
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

で
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
20
年

度
ま
で
に
家
庭
ご
み
（
一
般
家
庭

か
ら
出
る
廃
棄
物
）
の
排
出
量
が

減
少
を
た
ど
り
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
度
か
ら
上
昇
し
て
い
ま
す
。

近
隣
市
の
阿
久
根
市
で
は
少
し
ず

つ
で
す
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

出
水
市
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

理
由
と
し
ま
し
て
は
、
可
燃
ご

み
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な

紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
混

入
が
あ
る
こ
と
と
、
不
燃
ご
み
で

は
、
ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
な

ど
分
別
す
れ
ば
資
源
に
な
る
も
の

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
ご
み
（
事
業
所
か
ら
出

る
廃
棄
物
）
に
つ
い
て
も
、
近
年

増
加
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
ご
み
同

様
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
段

ボ
ー
ル
、
紙
類
、
缶
、
ビ
ン
類
な

ど
の
混
入
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

分
別
の
徹
底
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
方
向
に
転
換
し
た
こ
と

で
、
処
理
量
も
や
や
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
減
量
化

で
き
る
余
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、

資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
限
り
あ
る
資
源
を
節
約
し
、

同
時
に
ご
み
処
理
に
係
る
費
用
の

削
減
な
ど
の
た
め
に
一
層
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、
ご
み
減
量
の
推

進
で
す
。
ご
み
そ
の
も
の
の
発
生

を
抑
え
る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し
、
ご
み
と
し
て
処
分

す
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
こ
と
を
１
市
２
町
で
目
標
と

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
構

成
市
町
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、

数
多
く
の
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
、
今
後
の
ご
み
減
量
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

　

出
水
市
、
阿
久
根
市
、
長
島
町

合
同
で
「
ご
み
減
量
大
作
戦
」
の

展
開
を
宣
言
し
、
家
庭
や
職
場
に

お
い
て
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を

行
い
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

家庭・地域での取組例 事業所での取組例

買い物袋の持参 生ごみの水切り

詰替商品の利用 過剰包装

分別の徹底 使用済封筒等の再利用

・ミスコピーを防ぐ
　（クリアキーの活用）

・ミスコピーの裏面活用
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各市町のごみ搬出量

■　事業所ごみ

■　家庭ごみ
▂　出水市人口
▂　阿久根市人口
▂　長島町人口

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

出  水  市
家庭ごみ（t） 10,911  10,629 10,007 9,908 9,933
事業所ごみ（t） 8,630 7,097 6,565 6,628 6,825
人口（人） 57,997 57,561 57,106 56,525 56,032

阿久根市
家庭ごみ（t） 4,291 4,241 4,155 4,140 4,074
事業所ごみ（t） 3,248 3,236 3,187 3,174 3,213
人口（人） 24,951 24,595 24,206 23,887 23,526

長  島  町
家庭ごみ（t） 1,491 1,531 1,432 1,544 1,630
事業所ごみ（t） 774 810 699 747 788
人口（人） 12,548 12,043 11,892 11,751 11,666

◎問い合わせ先
　出水市市民生活課
　☎（63）4042
　阿久根市市民環境課
　☎（73）1211［内線 1425］
　長島町保健衛生課
　☎（86）1111［内線 1109］
　北薩広域行政事務組合
　☎（84）4815
　環境センター
　（可燃ごみ）
　☎（75）0739
　リサイクルセンター
　（不燃ごみ） 
　☎（84）4111 

なぜ、ごみを減らさなければならないの？
　１　地球温暖化防止になります。
　２　貴重な資源を無駄なく使えます。
　３　ごみ処理にかかる費用を減らせます。
    ４　埋立処分場を長く使えます。　
    ５　新施設建設費の節減が見込まれます。

住民の皆さまへ
　 現 在 も リ サ イ ク ル に ご 協 力 を い た だ い
て い ま す が、 適 切 に 分 別 す れ ば 資 源 と し
て 有 効 利 用 で き る も の が、 ま だ 見 受 け ら
れ る よ う で す。 今 後 も 分 別 へ の ご 協 力 を
お 願 い し ま す。 ま た、 可 燃 ご み で、 水 分
量 の 多 い 生 ご み を 捨 て る 場 合 に は、 十 分
な水切りをお願いします。

事業所の皆さまへ
　 事 業 所 か ら 排 出 さ れ る 一 般 廃 棄 物 は、
家 庭 ご み の ス テ ー シ ョ ン に 出 す こ と は で
き ま せ ん。 分 別 し て 環 境 セ ン タ ー、 リ サ
イ ク ル セ ン タ ー に 持 ち 込 む か、 一 般 廃 棄
物 の 収 集 運 搬 許 可 を 持 つ 業 者 に 依 頼 し、
適 正 に 処 理 を さ れ る よ う ご 協 力 を お 願 い
します。
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高
額
な
外
来
診
療
を

　
　
　
　
　
受
け
る
皆
さ
ま
へ

　

こ
れ
ま
で
、
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組
み

で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、

一
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を

お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
事
前
に
認
定
証
の
申

請
を
行
い
交
付
を
受
け
た
か
た
は
、
医
療
機

関
で
認
定
証
を
提
示
す
る
と
一
定
上
限
額
を

超
え
て
も
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
す
。

［
注
意
点
］

▼
３
月
31
日
以
前
に
「
限
度
額
認
定
証
」
を

交
付
さ
れ
た
か
た
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
期

限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

▼
「
限
度
額
認
定
証
」
を
事
前
に
提
示
さ
れ

な
い
か
た
は
、
従
来
ど
お
り
支
給
申
請
を
後

日
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
支
払
っ
た
窓
口
負
担

と
限
度
額
の
差
額
が
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

組
合
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
「
限
度
額
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

４月１日からスタート

⇨

⇨

⇨①事前に
　認定証の申請

②認定証の交付

③認定証を提示
（※窓口支払い

が一定上限額に）

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで
◆ 70 歳未満のかた

◆ 70 歳以上の非課税世帯の

かた

加入する健康保険組合などに

「認定証（限度額認定証）」の

交付を申請してください

「認定証（限度額認定証）」を

窓口に提示してください

◆ 70 歳以上 75 歳未満で、非

課税世帯などではないかた
必要ありません

「高齢受給者証」を窓口に提

示してください
◆ 75 歳以上で非課税世帯な

どではないかた
必要ありません

「後期高齢者医療被保険者証」

を窓口に提示してください

後期高齢者医療制度の一部改正

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

国
民
健
康
保
険
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
１
０
２
、１
１
０
４
］

▼平成 24・25 年度における鹿児島県後期高齢者
医療保険料率が決定しました。
　平成 20 年度に創設された「後期高齢者医療保

険制度」では、毎年上昇する医療費に財源不足が

見込まれるため、２年に１度の保険料の見直しで

初めて引き上げられました。

改正後
（H24 ～
H25 年度）

改正前
（H20 ～
H23 年度）

比較

　　均　等　割
（被保険者一人あた

りの額）
48,500 円 45,900 円 ＋ 2,600 円

　　所　得　割
（被保険者の所得に

応じて計算）
9.05％ 8.63％ ＋ 0.42

ポイント

▼後期高齢者医療保険料の賦
ふ か

課限度額が改
正されましました。
　「高齢者の医療の確保に関する法律施行

令」の一部を改正する政令の公布に伴い、

４ 月 １ 日 か ら 賦
ふ か

課 限 度 額 が 50 万 円 か ら

55 万円へと 5 万円引き上げられます。

改正後 改正前

550,000 円 500,000 円

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課
　国民健康保険係
　☎（86）1111　［内線 1102、1104］
　鹿児島県後期高齢者医療広域連合事務局
　総務課　
　☎ 099（206）1397

8Nagashima town Public Relations



NAGASHIMA TOWN Public Relations

国民健康保険の
加入や脱退は届け出が必要です

　国民健康保険への加入・脱退や住所、氏名に変更があっ
た場合は、異動があった日から 14 日以内に役場保健衛
生課（鷹巣）、または指江庁舎総合管理課で届け出をし
なければなりません。また、社会保険などに加入しても、
国民健康保険は自動的に資格喪失にはなりませんので、
国民健康保険証と勤務先の保険証、印鑑を持参のうえ手
続きをしましょう。
○加入の届け出が遅れると…
　保険税をさかのぼって納めることになります（遡及賦
課）。また、保険証がないので届け出の日までに病院に
かかった医療費は、全額自己負担になります。
○脱退の届け出が遅れると…
　国民健康保険の資格がなくなったあと、国民健康保険
の保険証を使って病院にかかると、国民健康保険で負担
した分の医療費を返納していただくことになります。

こんなとき 届け出に必要なもの

国 民 健 康
保 険 に 加
入 す る と
き

ほかの市町村から長島町に転入してきたとき ほかの市町村からの転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国 民 健 康
保 険 を や
めるとき

ほかの市町村へ長島町から転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき 保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき 保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
国保被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受け始めたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

会 社 を 定
年 退 職 し
たとき

退職者医療制度の対象となったとき　　　
※退職医療制度とは、会社などを退職して、年金（厚生
年金など）を受けられる 65 歳未満の人とその被扶養者（65
歳未満の国保被保険者）のための医療制度です。

保険証、年金証書、印鑑
※退職者医療制度の対象となったら、必ず届け出を
お願いします。

その他

長島町内で住所が変わったとき 保険証、印鑑
世帯主や氏名が変わったとき 保険証、印鑑
世帯が分かれたり、一緒になったとき 保険証、印鑑
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき 身分証明書（運転免許証など）

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課
　国民健康保険係
　☎（86）1111　［内線 1102、1104］

国民健康保険被保険者証の更新
　国民健康保険被保険者証の更新について
は、３月末日までに、各公民館などにおい
て配布する予定です。日程などの詳細につ
いては、後日、各公民館長を通して連絡し
ます。
※平成 23 年度分までの国民健康保険税に
未 納 が あ る と 更 新 で き な い 場 合 が あ り ま
す。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
と
は
？　

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
は
、
価

格
の
安
い
薬
で
す
。
医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
る
医
薬
品
に
は
、
同
じ
効
果
・
成

分
で
も
、
高
い
薬
の
「
新
薬
（
先
発
医

薬
品
）」
と
安
い
薬
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）」が
あ
り
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
よ
り
約
２
～

７
割
も
安
価
で
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
新
薬
、

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
、
患
者
さ
ん

自
身
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
選
ぶ
こ

と
は
、
薬
代
を
低
く
抑
え
、
自
己
負
担

額
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
の
削
減
も
期

待
で
き
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
に
よ
る

使
用
促
進
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

▼
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
切
り

替
え
た
い
と
き
は
？　

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
言

い
に
く
い
場
合
は
、｢

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド｣

を
提
示
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

※
使
用
し
て
い
る
薬
や
症
状
に
よ
っ
て

は
、
先
発
医
薬
品
し
か
発
売
さ
れ
て
い

な
い
場
合
や
、
調
剤
す
る
薬
局
で
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

活
用
し
て
！

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
」 
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長島町人事行政の運営等の状況を公表
　長島町では、人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づいて、職員の任
免や職員数、給与などの状況を公表します。

１　職員の任免及び職員数に関する状況
平成 22 年 4 月 1 日

職員数
平成 22 年度

退職者数
平成 23 年 4 月 1 日

採用者数
平成 23 年 4 月 1 日

職員数
160 人 11 人 6 人 155 人

（注）１　平成 23 年 4 月 1 日採用者のうち、1 人は教育委員会へ派遣の指導主事です。

２　職員の給与の状況
(1) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区　　分 職員数 給　　与　　費 一人当たり
Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ 給与費 B/A

平成 22 年度 138 人 553,673 千円 77,396 千円 207,906 千円 838,975 千円 6,079 千円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。

　　  ２　職員数は、平成 22 年 4 月 1 日現在の人数です。

(2) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
長島町 45.7 歳 337,600 円 377,035 円

（注）１　「平均給料月額」とは、23 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

　　  ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤

　　　  務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです。

(3) 職員の初任給の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　　分 長　島　町 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

(4) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長
主査

課長補佐
技術補佐
主幹等

課長等

職員数 5 人 ８人 23 人 31 人 36 人 17 人
構成比 4.2％ 6.7％ 19.2％ 25.8％ 30.0％ 14.2％

(5) 職員の手当の状況

①期末手当・勤勉手当（平成 22 年度支給割合）
長　　島　　町 国

期末手当　2.60 月分　　　勤勉手当　1.35 月分 期末手当　2.60 月分　　　勤勉手当　1.35 月分
（加算措置の状況）

・役職加算　5 ～ 15％

（加算措置の状況）

・役職加算　5 ～ 20％　　管理職加算　10％
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②退職手当（23 年 4 月 1 日現在）　
長　　島　　町 国

（支給率）　　自己都合　　　　勧奨・定年

勤続 20 年　　23.50 月分　　　32.76 月分

勤続 25 年　　33.50 月分　　　41.34 月分

勤続 35 年　　47.50 月分　　　59.28 月分

最高限度額　　59.28 月分　　　59.28 月分

         その他の 　　定年前早期退職特例措置

         加算措置        （退職手当組合特例制度による）

（支給率）　　自己都合　　　　勧奨・定年

勤続 20 年　　23.50 月分　　　30.55 月分

勤続 25 年　　33.50 月分　　　41.34 月分

勤続 35 年　　47.50 月分　　　59.28 月分

最高限度額　　59.28 月分　　　59.28 月分

         その他の 　　定年前早期退職特例措置

         加算措置        （2％から 20％加算）　
  １人当たり平均支給額　　　　　24,910 千円 　１人当たり平均支給額　　　　　　　―千円

③特殊勤務手当（23 年 4 月 1 日現在）
支給実績（22 年度決算）   1,295 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（22 年度決算） 40,469 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（22 年度） 20.00％
手当の種類（手当数） 10 種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課及び徴収業務

水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務
老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務等

④時間外勤務手当（23 年 4 月 1 日現在）
支給実績（22 年度決算） 20,093 千円
職員１人当たり平均支給年額（22 年度決算） 　  126 千円

⑤その他の手当（23 年 4 月 1 日現在）

手　当　名 内容および支給単価
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（22 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（22 年度決算）

扶養手当

配偶者　　　13,000 円
配偶者以外　　6,500 円
配偶者がない場合　11,000 円　
特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 )
　　　　　　　5,000 円　

同 ― 29,002 千円 268,537 円

住居手当

・自宅
　購入等から 5 年以内　2,500 円
　購入等から 5 年経過　1,000 円
・借家　最高　27,000 円

異

自宅購入等
から５年経
過の場合も
支給　　

3,758 千円 43,195 円

通勤手当

・交通機関利用者
　運賃相当額（最高 55,000 円）
・交通用具使用者
　自動車等の使用者について、
　片道 2 ｋ m 以上の距離の場合、
　18,500 円を限度に支給

異

交通用具使
用 の 場 合、
距離単価が
相違

11,606 千円 93,597 円

管理職手当

総務課長　　　　　40,000 円
企画財政課長，総合管理課長
　　　　　　　　　36,000 円
その他の課長　　　32,000 円

同 ― 7,680 千円 384,000 円
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(6) 特別職の報酬等の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　　分 給料月額等

給

料
町　長
副町長

758,000 円
597,000 円

報

酬

議　長
副議長
議　員

303,000 円
250,000 円
227,000 円

期

末

手

当

町　長
副町長 （22 年度支給割合）　　　　2.95 月分

議　長
副議長
議　員

（22 年度支給割合）　　　　2.95 月分

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）
区　　分 状　　　　　　況
勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分

休憩・休息時間 休憩時間　４5 分　　　休息時間　30 分
勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、12 月 29 日～１月３日

年次休暇 １年間に 20 日。20 日を限度に翌年に繰越
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇等

４　職員の分限及び懲戒の状況（平成 22 年度）
　なし

５　職員の服務の状況
　地方公務員法第３０条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職

務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。

　この根本基準を実行するために、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、

秘密を守る義務、職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など，職務上の強い制限を課してい

ます。

　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、綱紀の粛正および服務規

律の徹底に努めています。

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成 22 年度）
(1)　研修の状況

　　研修機関において職務上の階層ごとに行う，新規採用職員研修，新任課長級研修等のほか，外部講

　師を招いて「人事評価研修」や「法制執務研修」等を実施し，職員の能力開発，資質向上に努めてい

　ます。

(2)　勤務成績の評定の状況

　　長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
区　　分 受診者数

定期健康診断   223 人
結核定期健康診断   213 人

人間ドック 1 日ドック     54 人
2 日ドック     16 人

脳ドック       5 人
節目ドック       7 人
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長
島
町

定
住
促
進
事
業
の
紹
介

　

こ
の
制
度
は
、
長
島
町
に
定
住
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
空
家
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
家
を
所
有
し
て
い
る
か
た
で
、
有
効
活
用

を
考
え
て
い
る
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
空
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
空
家
を
利
用

し
た
い
か
た
も
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
ま

す
。

　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
２
５
４
］

▼
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

▼
空
家
活
用
事
業
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

空
家
バ
ン
ク
登
録
者
で
、
対
象
物
件
を
改
修

す
る
場
合
の
経
費
に
対
し
て
、
町
が
予
算
の
範

囲
内
で
半
額
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
定
住
促
進
を
図
る
目
的
で
対

象
物
件
の
改
修
、
清
掃
、
備
品
の
購
入
な
ど
に

活
用
で
き
ま
す
。
空
家
バ
ン
ク
登
録
者
で
入
居

者
が
決
ま
れ
ば
、
補
助
金
交
付
申
請
が
で
き
ま

す
。

川床へき地診療所が待望の再開
　「長島町国民健康保険川床へき地診療所」が、4 月
2 日から再開します。平成 22 年 4 月から休診し、こ
れまでご不便をお掛けしていました。
　皆さんのご利用をお待ちしています。

▼診   察  日　   月・水・金曜日
▼診察時間       午前 8 時 30 分～午後 5 時
▼医 　    師　   大塚　順和（38 歳）
▼出   身  地　   熊本県水俣市
▼専　　門       消化器内科
▼略　　歴
　平成  9  年　佐賀医科大学卒業
　平成  9  年    同大学付属病院消化器外科
　平成 10 年　佐賀県立病院好正館外科
　平成 11 年　武雄市立市民病院外科
　平成 12 年　佐賀医科大学病院消化器外科
　平成 13 年　社会保険浦﨑病院外科
　平成 15 年　大町町立病院外科
　平成 16 年　水俣市立総合医療センター
                          消化器科
　平成 21 年　大塚内科医院

　長島町の皆さん初めまして。
　今年 4 月から川床へき地診療所
に非常勤医師として勤務すること
になりました。当面は、月・水・
金の週 3 回の勤務となります。初
めての土地ですので、分からない
事も多くあると思いますが、鷹巣
診療所と連携をとりながら、長島
町の地域医療に貢献できるよう頑
張らせていただきますので、よろ
しくお願いします。

大
おおつか

塚  順
よりかず

和医師

ごあいさつ

◎問い合わせ先
　長島町国民健康保険鷹巣診療所
　☎（86）0054　

見直しされる福祉手当
手当の名称

改定前の金額

［平成 24 年 3 月まで］

 

改定後の金額

［平成 24 年４月から］

特別障害者手当 月額 26,340 円 月額 26,260 円

障害児福祉手当 月額 14,330 円 月額 14,280 円

経過的福祉手当 月額 14,330 円 月額 14,280 円

特別児童扶養手当（１級） 月額 50,550 円 月額 50,400 円

特別児童扶養手当（２級） 月額 33,670 円 月額 33,570 円

児童扶養手当 ( 全部支給 ) 月額 41,550 円 月額 41,430 円

児童扶養手当 ( 一部支給 )
月額 41,540 円

　　～ 9,810 円

月額 41,420 円

　　～ 9,780 円

※消費者物価指数の下落に伴う改定

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課
　☎（86）1111
　［内線 1117］

　平成 24 年 4 月から、消費者物価指数の下
落に伴い、各種手当の額が改定されます。
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２
月

１
日　
　
　
　

 

町
長
相
談

２
日　
　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

平
成
24
年
度
当
初
予
算
査
定
（
長
島
町
役
場
）

３
日　
　
　
　

 

県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

県
国
保
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

４
日　
　
　
　

 

火
葬
場
火
入
れ
式
（
不
知
火
苑
）

　
　
　
　
　
　

 「
長
島
の
子
」
表
彰
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　
　
　
　

 

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
（
獅
子
島
）

６
日　
　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

７
～
８
日　
　

 

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）

９
日　
　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

 

出
水
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
交
流
会
研
修
会

　
　

                                                        （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

11
日　
　
　
　

 

長
島
町
商
工
会
「
小
学
生
な
わ
と
び
大
会
」

　
　
　
　
　
　

          　
　
　
　
　
　
　
　

    （
総
合
町
民
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　

 

か
ご
し
ま
長
島
会
（
鹿
児
島
市
）

13
日　
　
　
　

 

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

14
日　
　
　
　

 

北
薩
横
断
道
路
開
通
式
（
さ
つ
ま
町
）

14
～
15
日 　
　

東
武
百
貨
店
開
店
50
周
年
記
念 

「
大
鹿
児
島
展
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                 　

  （
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　

 

国
交
省
・
環
境
省
な
ど
へ
の
陳
情
活
動
（
東
京
都
）

16
日　
　
　
　

 

市
町
村
長
研
修
会
・
町
村
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         （
鹿
児
島
市
）

                           

県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
臨
時
総
会

                                                                                      （
鹿
児
島
市
）

17
日　
　
　
　

 

県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
総
会
・
国
保
連
合
会
総
会

                                                                                      （
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　
　

 

出
水
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

                           

研
修
会 (

町
文
化
ホ
ー
ル)

　
　
　
　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会(

出
水
市
）

21
日　
　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　
　

 

九
州
地
方
整
備
局
陳
情
活
動
（
福
岡
市
）

23
～
24
日　

 　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
・
常
任
理

                           

事
会
（
東
京
都
）

27
日　
　
　
　

 

長
島
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
内
容
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

町
水
産
業
振
興
推
進
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

                           

町
国
保
運
営
協
議
会
・
町
健
康
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会

                                                                 （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

29
日　
　
　
　

 

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
（
鹿
児
島
市
）

◎植え付け
◆日当たり、水はけの良い場所で育てます（室内
でも日当たりの良い場所で育てましょう）。
◆水はけの良い、よく肥えた培養土（赤玉土［小
粒］６：腐葉土３：川砂１の割合）に植え付けます。
※土壌は砂質土の場所が理想的です。	
◎日常の管理		
◆苗が小さいうちは、土がじめじめしていると「立
ち枯れ病」で突然枯れてしまいます。やや乾かし
ぎみに管理して病気の発生を防ぎましょう。
◆寒さには強いので冬でも外で育てることができ
ます。
※霜にあたると葉が枯れてしまいます。
◎水遣り		
◆苗が大きくなってきたら，土の表面が乾いたと
きにたっぷりと水を与えましょう。
◆過湿を嫌うので水のやりすぎには注意しましょ
う。
◆特に冬場はあまり水を吸収しないため回数を減
らしましょう。

　今月号は「ヒメキンギョソウ」に関する「花の栽培管理
方法」などについてお知らせします。
　長く伸びた花茎に、金魚のしっぽのような形をした小さ
な花を咲かせるので「ヒメキンギョソウ」の名前がつきま
した。 葉が細く、 より繊細なイメージで人気があります。
弱々しい姿に見えますが、比較的丈夫な花です。

日照条件 日向 土壌湿度 適湿 耐寒性 耐寒性あり
※ ヒ メ キ ン ギ ョ ソ ウ に 限 ら ず、 絶 え ず 湿 っ て い
る状態はいけません。	
◎施肥	 	
◆植え付ける前にゆっくりと効く粒状の肥料を混
ぜておきましょう。
◆葉の色が悪かったり，生育が今ひとつの場合は
液体肥料を与えましょう。ただし，与えすぎはい
けません。
◎殖やしかた
◆タネまきで殖やせます。適期は 9 月から 10 月
にかけてです。
◆タネは非常に細かいので鉢や箱にまいて，５㌢
くらいになったら別の鉢などに植え付けます。
◆一度植えると種が自然に落ちて毎年花を咲かせ
るくらい丈夫で発芽しやすい花です。
◎病害虫対策	 	
◆アブラムシの防除と駆除が必要です。	

　　　　　　　　◎問い合わせ先
　　　　　　　　　長島町教育委員会社会教育課
　　　　　　　　　☎（86）1111［内線 2231］　

↑ヒメキンギョソウの花花の栽培管理（ヒメキンギョソウ編）
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お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ

と
し
ょ
か
ん
へ
い
く

　
　
　
　
　

 

Ｍ
＆
Ｈ
・
Ａ
・
レ
イ  

作

筆
始
ま
づ
龍
の
字
を
踊
ら
す
る　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

御お
さ
が降
り
の
ほ
ど
よ
き
し
め
り
漁
師
町　
　
　

山
嵜
加
代
子

鍬
始
め
飢
凌
ぎ
来
し
握
り
胼た

こ胝　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

初
景
色
ひ
と
山
越
え
れ
ば
父
母
の
里　
　
　

大
堂　

早
苗

え
ん
ぴ
つ
の
ほ
ど
よ
き
尖
り
初
句
会　
　
　

迫
口　

君
代

柏
手
を
大
き
く
天
へ
鍬
始　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

書
初
や
小
さ
な
願
ひ
太
筆
で　
　
　
　
　
　

竹
内　
　

功

出
初
式
放
水
の
弧
に
虹
の
橋　
　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

初
景
色
日
の
丸
掲
ぐ
商
店
街　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

妻
ど
の
の
天
下
の
年
が
ま
た
明
く
る　
　
　

大
堂　

正
弘

　初めての図書館にわくわくす
るこざるのジョージ。面白そう
な本を見つけては、次々と集め
ていきますが…。　

ま
ん
が
　
が
っ
つ
い
コ
イ
も

鹿
児
島
弁

大
吉  

千
明  

絵
・
文

　気持ちがこもっちょれば良か
とごわす。思わず使いたくなる
懐かしい鹿児島弁に知らなかっ
た鹿児島弁。絵入りで紹介して
います。

鳴
き
な
が
ら
二
十
三
羽
の
鶴た

づ
む
れ群

が
旋
回
し
つ
つ
冬
空
に
消

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

春
の
光
溢
れ
る
窓
に
水
仙
を
束
ね
て
活
く
る
香
の
部
屋
に

満
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

音
も
な
く
時
雨
は
雪
に
変
り
つ
つ
南
天
の
紅も
み
じ葉
し
ず
め
て

真
昼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

待
ち
侘
び
し
白
梅
咲
き
初そ

む
寒
き
朝
粉
雪
舞
ひ
て
花
と
紛ま

が

ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

不
知
火
の
海
を
照
ら
せ
し
こ
の
月
も
老
ひ
て
対む
か

へ
ば
思
ひ

侘
び
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

椿
木
に
花
咲
き
満
ち
て
鵯
ひ
よ
ど
りの
啼
く
声
風
立
つ
庭
に
聞
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

霙み
ぞ
れ

降
り
か
じ
か
む
朝
に
水
仙
の
床
し
き
香
り
仏
間
に
供

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

窓
ご
し
の
梅
は
紅
深
く
見
ゆ
降
り
し
き
る
雪
に
ほ
こ
ろ
び

初そ

め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

ス
ト
ー
ブ
に
焼
け
し
藷
の
香
立
ち
込
め
る
部
屋
に
こ
も
れ

ば
昼
の
雪
舞
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

黒
き
影
点
て
ん
空
に
広
が
り
し
鴉
か
ら
す
の
影
の
遠
の
い
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

痛
む
膝
を
庇か
ば

ひ
て
ゲ
ー
ム
す
媼

お
う
な

ら
の
笑
ひ
声
響
く
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

う
っ
す
ら
と
豌
豆
ハ
ウ
ス
に
雪
が
積
み
昼
な
ほ
暗
し
わ
が

ち
ぎ
る
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

白
足
袋
の
汚
れ
を
恥
じ
ゐい

し
亡は

は母
想
ふ
和
服
に
遠
の
き
幾

年
経
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

七
十
四
年
の
生
は
短
し
街
に
出
で
春
に
な
る
ま
で
の
信
号

長
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

七
転
び
八
起
、
七
転
び
八
起
と
心
中
に
念
じ
て
寒
き
冬
を

逝
か
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

軽
率
な
所
あ
っ
た
と
わ
が
死
後
の
風
評
な
ど
も
ひ
と
時
の

こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

あ
た
た
か
き
飯
に
卵
を
か
け
て
食
う
庭
鳥
が
呉
れ
し
今
日

の
幸
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

平
等
の
負
と
し
て
誰
に
で
も
や
っ
て
来
る
死
な
れ
ど
順
番

不
定
確
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

飲
食
の
機
能
失
せ
た
る
姑
の
頬
さ
わ
り
て
生
死
の
如
何
を

確
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

又
一
つ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
灯
の
消
え
て
昔
の
栄
華
こ

こ
に
も
終
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

［
短
歌
］

痛
む
足
寒
く
な
る
成
り
直
痛
む
年
取
な
れ
ば
良
い
事
な
き

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

梅
の
芽
を
つ
つ
き
に
鵯
ひ
よ
ど
り

遠
慮
気
味
花
咲
く
ま
で
に
ハ
ラ

ハ
ラ
眺
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

紅
梅
も
白
梅
と
も
に
咲
き
初
む
る　
　
　
　

宗
方　

清
明
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国
民
年
金
の
種
別
変
更
時
の

注
意
点

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に

居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま

で
の
す
べ
て
の
か
た
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加

入
種
別
は
、
次
の
3
種
類
に
分
か

れ
て
お
り
、
届
け
出
は
加
入
時
だ

け
で
な
く
、
種
別
が
変
わ
っ
た
と

き
も
必
要
で
す
。
種
別
変
更
の
届

出
を
忘
れ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
は
年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ

の
都
度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別
期
日

［
第
1
号
被
保
険
者
］

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
か
た

と
そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以
上
の
学

生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
か
た
な
ど
が

対
象
と
な
り
、
加
入
や
種
別
変
更

の
手
続
き
は
、
市
区
役
所
・
町
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。

［
第
２
号
被
保
険
者
］

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
か

た
な
ど
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
か
た
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
、
会

社
や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

［
第
３
号
被
保
険
者
］

　

国
民
年
金
の
第
2
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
か

た
が
対
象
と
な
り
、
届
け
出
は
配

偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。

○
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

［
第
1
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス
］

　

第
2
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ

る
と
第
1
号
被
保
険
者
（
第
3
号

被
保
険
者
に
な
る
場
合
は
除
く
）

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
か
た

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
3
号
被
保

険
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
か
た
も

第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

［
第
２
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス
］

　

第
1
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
3

号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
す
る
と
第
2
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

［
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス
］

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
の

被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
か
た
な
ど

が
第
3
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
年
金
係

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験

者
の
募
集

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。　

○
受
験
資
格

　

①
昭
和
57
年
4
月
2
日
～
平
成

　

３
年
4
月
1
日
に
生
れ
た
か
た 

　
（
※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）。

　

②
平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
に

　

生
れ
た
か
た
で
、
大
学
を
卒
業

　

さ
れ
た
か
た
お
よ
び
平
成
25
年

　

3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　

見
込
み
の
あ
る
か
た
。

　

③
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
か
た

　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
か
た
。

○
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

○
申
込
書
の
受
付
期
間

　

・［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
原
則
］

　
　
（ http://w

w
w

.jinji-shiken.

　
　
　

go.jp/juken.htm
l

）

　
　
　

4
月
2
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

4
月
12
日
（
木
）

　

・［
郵
送
ま
た
は
持
参
（
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

　

が
で
き
な
い
場
合
の
み
）］

　
　
　

4
月
2
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

4
月
３
日
（
火
）

○
第
一
次
試
験
日

　

6
月
10
日
（
日
）

○
申
込
用
紙

　

熊
本
国
税
局
ま
た
最
寄
り
の
税

務
署
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

○
受
験
申
込
先

　

全
国
の
各
国
税
局
お
よ
び
国
税

事
務
所
（
※
希
望
す
る
第
一
次
試

験
地
に
よ
り
申
し
込
み
先
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
次
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

平
成
24
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
「
青

年
海
外
協
力
隊
」
春
の
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
平
成
24
年

度
の
春
募
集
と
し
て
「
青
年
海
外

協
力
隊
」
を
募
集
し
ま
す
。
青
年

海
外
協
力
隊
と
は
、
技
術
や
経
験

を
生
か
し
て
開
発
途
上
国
の
人
々

と
共
に
生
活
し
、
相
互
理
解
を
図

り
な
が
ら
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を

促
進
さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展

開
し
て
い
く
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。

○
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
計
画
・
行
政
の

8
部
門
な
ど
の
１
２
０
職
種

○
派
遣
国
／
派
遣
先

　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

大
洋
州
、
中
近
東
な
ど
約
80
カ
国

○
募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

５
月
１
４
日
（
月
）

○
応
募
資
格

　

満
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
日
本
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国
籍
を
持
つ
か
た
（
5
月
14
日
現

在
）。

○
派
遣
期
間

　

1
年
ま
た
は
2
年
間

○
待
遇
な
ど

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
規
定
に
基
づ
き
往

復
旅
費
、
現
地
生
活
費
、
居
住
費
、

国
内
手
当
な
ど
を
支
給

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９

平
成
24
年
度
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
各
種
免
許
試
験

案
内

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
平
成

25
年
3
月
ま
で
の
間
次
の
と
お
り

各
種
免
許
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
試
験
の
種
類

　

特
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
一
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
、
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技

士
、
特
別
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
、
普

通
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
、
ボ
イ
ラ
ー

整
備
士
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク

運
転
士
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

士
、
揚
貨
装
置
運
転
士
、
発
破
技

士
、
ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
、
林

業
架
線
作
業
主
任
者
、
第
一
種
衛

生
管
理
者
、
第
二
種
衛
生
管
理
者
、

高
圧
室
内
作
業
主
任
者
、
エ
ッ
ク

ス
線
作
業
主
任
者
、
ガ
ン
マ
線
透

過
写
真
撮
影
作
業
主
任
者
、
潜
水

士
、
作
業
環
境
測
定
士
、
労
働
安

全
・
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

○
試
験
場

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

○
受
験
申
請
書
の
受
付

　

受
験
を
希
望
す
る
試
験
日
の
２

カ
月
前
か
ら
受
付
（
午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

○
学
科
試
験
手
数
料

　

６
８
０
０
円

　
（
※
実
技
試
験
手
数
料
は
別
途
）

○
そ
の
他

　

鹿
児
島
県
で
は
８
月
に
、
地
区

出
張
特
別
試
験
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
２
（
43
）
３
３
８
１

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確

定
申
告
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

e-Tax

の
ご
利
用
で
最
高
４
千
円

の
税
額
控
除
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
（
平
成
19
～
22
年
分
に

適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
に
限
る
）。

平
成
23
年
分
の
所
得
税
な
ど
の
確

定
申
告
、
記
載
要
領
な
ど
の
相
談

は
、
各
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告

会
場
か
役
場
税
務
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
申
告
と
納
税
の
期
限

［
所
得
税
・
贈
与
税
］

　

３
月
15
日
（
木
）
ま
で

［
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
］

　

４
月
２
日
（
月
）
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
０
９
９
６
（
62
）
０
２
０
０

　

役
場
税
務
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１

　関西ながしま会の第５回交流会を
開催します。
　当日は、長島町から来賓をお迎え
し、故郷の近況等をお聞きして、参
加者の皆さんの親交を『島美人』で
深めていただきたいと思います。
　関西在住の長島町ゆかりの皆さん
が集う、年１回の「ふるさとデー」
です。お誘いあわせのうえ、ぜひご
出席ください。
○日時
　４月 22 日（日）
　受　付　午前 10 時 45 分～
　交流会　午前 11 時 30 分～
　　　　　　　　　　　午後 3 時
○場所
　太閤園　ガーデンホール
　大阪市都島区網島町 9‐10
　☎ 06（6356）1110
○会費
　男性 9,000 円
　女性 8,000 円
○交通機関
　・ＪＲ東西線
　　「大阪城北詰駅」下車３号口
　・ＪＲ、京阪「京橋駅」下車
　・地下鉄長堀鶴見緑地線
　　「京橋駅」下車
◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局　福嵜健雄
　☎ 072（693）5085

第 5 回関西ながしま会交流会を開催

第４回交流会での記念撮影
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しい島づくり事業に感動美 NPO 法人から桜の苗木贈呈

分でタイをさばいてみよう
活き生き鯛料理体験教室

分の限界に挑戦自 町商工会「小学生なわとび」大会

　２月 20 日、地球温暖化防止活動を行う出水市
のＮＰＯ法人ハウツー 21 クラブ（吉井秀之理事
長）から、桜の苗木 7 本が町に贈呈されました。
　同法人は、リサイクルの一環として「台所から
二酸化炭素を削減しよう」と呼びかけ、本町のて
んぷら油を回収。環境保全や自然保護を中心に活
動を展開しています。
　この日は、同理事長が町長室を訪れ「長島で行
われている町民総出の花づくりに感激している。
今回の桜はぜひ獅子島に植えさせてほしい」とあ
いさつしました。今後この桜は、七郎山の展望花
壇に植栽する計画で、同法人が獅子島のてんぷら
廃油の回収時に定植することになっています。

　長島町立幣串小学校（坂元英透校長）は２
月２日 、東町漁協鯛部会の６人を講師とし
て招き「活き生き鯛料理体験教室」を開きま
した。メニューはタイの刺身、タイごはん、
このほか子どもたちのリクエストで、ブリの
ハンバーグやタイのアラそうめん、塩焼きな
ど５品を作りました。
　この日児童らは、高学年がタイを３枚にお
ろし、低学年は３枚におろしたタイを刺身に
しました。悪戦苦闘しながらの体験となりま
したが、自分たちが調理したこともあって「お
いしい」と言って食べていました。６年生の
下永明

あ さ と

慧君は、「獅子島の魚はおいしいとい
ろいろな人たちに伝えたい」と話しました。

　長島町商工会（古田義富会長）による「小学生
なわとび大会」が２月 11 日、長島町総合町民体
育館で開催されました。
　この日は、町内の小学生 130 人が参加し、個
人戦で持久跳びや後ろ跳び、あや跳び、二重跳び
を競いました。団体戦は、学校対抗で５分間に何
回跳べるか回数で勝負する大縄跳びが行われまし
た。子どもらは、日ごろの練習の成果を十分に発
揮し、記録に挑戦していました。応援に駆け付け
た保護者らは「頑張って」とたくさんの声援を送
りました。

講師から手ほどきを受け、タイの三枚おろしに挑戦する児童↑

目録を手渡す吉井秀之理事長（左から２人目）↓

一斉にスタートし、何分跳べるか競う持久跳び↑

自
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色ある教育活動で地域に貢献特 蔵之元小学校の恒例行事

↑豊作となったジャガイモを拾い集める児童ら

　蔵之元小学校（星野勤校長）は「特色ある教育
活動」で１月 30 日、恒例となった高齢者宅へ花
苗の宅配活動を行いました。この日は、グループ
に分かれ蔵之元校区内の 37 軒を訪問。対象とな
った 70 歳以上の家にデージーの花苗と手紙を添
えてプレゼントしました。高齢者の一人は「子ど
もらに会えるのが毎年楽しみ」と笑顔で受け取り
ました。村平紅太くん（６年）は「いつもありが
とうと言われうれしかった」と話しました。
　このほか食育活動として２月３日、約４カ月育
て豊作となったジャガイモを町内の二つの福祉施
設を訪問し贈呈しました。養護老人ホーム長生園
と特別養護老人ホームあかね園では、入所者らが

「立派でおいしそう」と喜んでいました。
　また、地産地消の推進として、長島町学校給食
センターで同校のジャガイモを使った「豚肉とジ
ャガイモの味噌煮」の給食献立が立てられ、町内
の各小・中学校に提供されました。脇田夏未さん

（３年）は「やわらかく、ほくほくしておいしか
った。また来年も蔵之元小学校のジャガイモを使
ってほしい」と自慢の味をかみしめていました。

炭で環境保全を考える
「唐隈自然を守る会」で炭焼き体験

しけの影響でワイヤ切れる大 モンゴル船籍の台船が城川内沖で座礁

竹
　唐隈集落の資源を守る会（上筋睦雄会長）は、
1 月 29 日、唐隈子ども会育成会の会員を対象に、
炭焼き体験を開催しました。
　この取り組みは３年目となり、事前に準備して
おいた孟宗竹を小割し、使い古したドラム缶など
で作った自家製の炭窯で焼き上げました。後日、
焼いた炭は、唐隈子ども会育成会が同集落内を流
れる川に沈め、環境保全について勉強しました。

　２月７日、城川内集落の堂崎の南約 150 ㍍の
浅瀬に、モンゴル船籍の台船「天

てんゆう

祐」1190 ㌧が
座礁しました。この台船は、熊本県八代港から中
国に向かっていましたが、６日の深夜の荒天で、
台船を押していた船から「つないでいたワイヤが
切れた」と第十管区海上保安本部に通報がありま
した。幸いけが人はなく、撤去するよう保険会社
と交渉中とのことです。

自家製炭窯にびっしりと孟宗竹を敷き詰める作業↓

重油の抜き取り作業が行われた座礁した台船↑

デージーの花苗と手紙を手渡され喜ぶ高齢者↓
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☆野点の会☆
日時   ４月１日（日）
　　　　午前 10 時～
場所　歴史民族資料館（メイン会場）
内容　抹茶とお菓子のおもてなし

☆春の木市 in ながしま☆
日時　４月１日（日）
　　　午前 10 時～午後３時
場所　文化ホール下広場
内容　せり体験
※先着プレゼントあり

☆花のスケッチ週間☆
日時　４月１日（日）～８日（日）
　　　午前 10 時～午後３時
場所　メイン会場・サブ会場
受付　会場総合案内所
※画用紙は支給、画材は各自持参
※参加賞あり

☆ちびっこフェスティバル☆
日時　５月５日（土）
              午前 10 時～午後３時
場所　イベント広場（メイン会場）
内容　①ゲームコーナー 100 円（2 回）
　　　②バルーンアートのプレゼント 
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イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー
「は な ち ゃ ん」

　鹿児島県では、障害者、高齢者、妊産婦など歩行が困難と認められるかたが
たに対して、県内共通の身体障害者用駐車場利用証（パーキングパーミット制
度）の推進を図っています。
　この制度は、県が対象者に利用証を交付し車に表示することで、県と各施設
で協定した駐車場で、 必要としている人の駐車スペースの確保を図ることを
目的としています。鹿児島県の導入後、平成 24 年 2 月末までに長島町では 19
施設に設置されています。
　この制度へのご協力をお考えの施設は、鹿児島県北薩地域振興局パーキング
パーミット制度担当に連絡ください。後日協定書と協力施設一覧表について説
明いたします。ご理解後協定されますと、「案内表示用ステッカー」が送付され、
協定後は鹿児島県ホームページで協力施設として紹介されます。

体の不自由なかたへ協力していただけませんか？
「パーキングパーミット制度の推進」

◎問い合わせ先
　鹿児島県北薩地域振興局
　☎ 0996（23）3166［内線 220］
　役場町民福祉課社会福祉係
　☎（86）1111［内線 1117］
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毎床風車群に新たな観光スポット誕生
　新たな観光スポットとして、毎

床地区の「長島風車の丘」に、展

望台とトイレが完成しました。

　今回整備された展望台とトイレ

は長島を縦断する町道指江川床線

沿 い の 山 頂 付 近。 町 道 か ら 少 し

入った展望台からは、間近に高さ

116 ㍍の巨大な風車が数多く見ら

れます。眼下には、不知火海が広

がり、 遠くには新燃岳や紫尾山、

熊本県水俣市と出水市にまたがる

矢
や は ず

筈岳、天草市の御所ノ浦島など

が見渡せます。

　町道沿いの「長島風車の丘トイ

レ」は、観光やドライブ客に対応

で き る よ う 新 し く 整 備 さ れ ま し

た。

遠くの眼下には新燃岳などが見渡せ、毎床牧場には牛が放牧

新しく整備された「長島風車の丘トイレ」
幸せな時間を過ごせる場所（ハッピーポイント）
として設置された、鐘が鳴らせる展望台


